
Comp a n y  D a t a
●代表取締役／吉田 健次
●所　在　地／京都市北区小山北玄以町24番地
●電　　　話／075-491-4114
●創　　　業／1988（昭和63）年5月
●事 業 内 容／墓石・石碑建立、参道工事

Comp a n y  D a t a
●代表取締役CEO／浅利 大介
●所　在　地／京都市上京区御車通清和院口上る東側梶井町448-5
　　　　　　　クリエイション・コア京都御車
●電　　　話／075-746-7845
●事 業 内 容／多孔性配位高分子（PCP/MOF）技術を用いた
　　　　　　　製品・ソリューションの提供

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／杉山 俊輔
●所　在　地／京都府福知山市長田野町2-38
●電　　　話／0773-27-6301（代表）
●事 業 内 容／生産設備の設計製作、FA装置のODM

得意先との信頼関係を支えに
事業を拡大
　当社は1984（昭和59）年創業の石材
店です。墓石・石碑建立から参道工事ま

でを手掛けており、事業の柱は墓石建立。図面は手書きで起こ
すため、一つとして同じデザインの墓石はありません。自社で
墓石制作の施設・設備を有し、自社で墓石設置工事を行ってい
ることも当社の大きな特徴です。　
　一番大切にしてきたのは、寺院をはじめ得意先と強固な信頼
関係を構築することです。事業拡大が叶い、臨済宗相国寺派総
本山、相国寺御用達の看板を掲げる現在があるのは、コミュニ
ケーションを積み重ねてきた賜物だと感じています。

当初の計画よりもスピーディな事業承継が実現
　事業承継について考え始めたのは、2018（平成30）年です。
承継可能な人材は不在ながら、この会社を存続させたいとの
思いから京都産業21に相談をし、後継者募集企業として、事業
継続支援のポータルサイトにて公開しました。そのわずか3ヵ
月後に後継希望者から応募があり、京都産業21の立ち会いの
もと顔合わせを実施。信用できる人物だと感じたことから、彼を
後継者とすることに決めました。
　当初は3年後の事業承継を目指していましたが、実際には約
1年半後、2020（令和2）年7月に代表者変更を完了できまし
た。「任せられる」という確信を得ても、物事を進める際には慎

重になるもの。見守る覚悟をし、スムーズにバトンタッチできた
のは、京都産業21が双方の考えに耳を傾け橋渡し役を担って
くれたからこそだと思っています。
　今後も、すべてを彼に背負わせ
るのではなく、必要に応じて相談・
分担していければと考えています。
その中で守りだけに徹するのでは
なく、人脈を広げ、新たな道を切り
拓きながら歴史を紡いでほしい。彼の活躍で「京都で一番の石
屋」と言ってもらえる日が来ることを、楽しみにしています。

　当社は、京都大学高等研究院の北川 
進教授が発見した多孔性配位高分子
（PCP／MOF）技術の産業応用を目指
す京都大学発の素材系ベンチャーとし
て、2015（平成27）年に設立しました。
PCPは、無数に空いた穴と三次元構造

をナノレベルで制御することにより、さまざまな機能を持たせ
ることが可能になります。この新素材を吸着材として用いたガ
スボンベ供給サービス「CubiTan（キュビタン）」を自社開発
し、実用化を目指しています。
　起業間もない2017（平成29）年から2018（平成30）年にか
けては、「ヒト・モノ・カネ」のすべてが不足していました。中でも
最優先の経営課題は、「主体的に考えて行動できる、有機合成
化学の研究開発に長けた人材の採用」でした。お客様からの素
材開発依頼に応える受託事業では、必要な論文を探し、どうす
れば開発・納品できるかを考え、実験・合成も自ら行う必要があ
ります。また受託案件だけでなく、自社事業の研究開発も重要
な業務です。これまでにない吸着材を試行錯誤しながら研究開

発していく必要があります。こうした高度な業務を遂行できる
人材を見つけるのは簡単ではありません。本事業を通じてオー
ル京都の伴走型支援を受けたことで、2019（平成31）年1月、
探し求めていた人材を採用することができました。
　新たな人材を採用したことで、年間数十件に及ぶ素材開発
の依頼に今まで以上に応えられるようになりました。またこれ
まで資材合成用試薬の調達を外部に委託してきましたが、その
内製化も可能になりました。対応
力の強化と経費の削減が経営の安
定化につながっています。今後も
PCPを活用し、多様な領域に新た
な価値を提供していきます。
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後継者の思い
経営していた通信関連会社の将来性が見込めず次なる道
を模索しているとき、後継者問題について知り、調べたとこ
ろ京都産業21のポータルサイトにたどりつきました。事業
承継については坪田会長も私も未経験でしたので、道筋を

つけてくださったコーディネータの方の存在は大きかったですし、専門家派遣
制度により、公認会計士の方から事業承継の手順をご指導いただけて大変助
かりました。今後も、「何でも話せる存在」として坪田会長から多くのことを学
び、伝統を受け継ぎながら、さらなる飛躍を目指したいと思います。

代表取締役 吉田 健次 氏

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 京都中小企業事業継続・創生支援センター　TEL：075-315-8897  E-mail：keizoku@ki21.jp
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経営課題としての

事 業 承 継 京都中小企業事業継続・創生支援センターの
サポートのもと事業承継に取り組んだ経営者
にお話を伺います。

株式会社 石材 都募集開始から短期間で信頼できる後継者が見つかり、
マッチングから1年半で事業承継が実現

取締役会長 坪田 忠男 氏

同社が設計・施工を手掛けた
相国寺の合祀墓

プロフェッショナル人材戦略拠点事業紹介プロフェッショナル人材戦略拠点事業紹介 取  材

京都府プロフェッショナル人材戦略拠点は、京都府内中小企業等の「攻めの経営」への意欲を喚起し、プロフェッショナル人材活
用による成長戦略実現を促す目的で、京都産業２１内に設置しています。新商品・サービスの開発、新たな販路開拓、海外展開、生
産性の向上等に挑み、経営革新を遂行するプロフェッショナル人材や、副業・兼業人材を、金融機関、民間人材ビジネス事業者等
と連携しながら、中小企業等とのマッチングを支援しています。

活用事例その❶　株式会社Atomis

「自ら考え、行動できる即戦力人材」を採用

代表取締役CEO
浅利 大介 氏

　当社は、1948（昭和23）年に創業し、
鉄の単純加工から徐々に大型製缶や薄
板板金、精密機械加工などの技術を磨
き、事業を拡大してきました。現在、生産
設備の設計製作、およびFA（自動省力
化）装置の受託開発を主な事業としてい

ます。高い技術力で、設計から金属加工、塗装、組み立て、メン
テナンスまで一貫して担えるが当社の強みです。
　2012（平成24）年に新代表に就任し、さらなる成長を目指す
中で、経営課題となっていたのが、「マネージャーの採用」です。
製造を担う職人はもちろん、人や組織の力を引き出し、成果に
結びつけられるマネージャーの必要性を常々感じていました。
当社では重要なValue（価値観）として、「人を大切に、人を育
て、活かします」、「ものづくりの技術のレベルアップによって高
付加価値を実現し、顧客の問題解決をお手伝いします」を大切
にしています。それを実現するため、マネージャーには現場で
のコミュニケーションや信頼関係構築の他、工数分析やコスト

計算、社内外との調整、人材評価・教育など多岐にわたる役割
が求められます。本事業の支援を受け、2020（令和2）年4月、
希望通りの人材を採用することができました。
　現在、新マネージャーが中心となって、人や組織の力を引き出
す土台づくりを推進。現場から改善
提案の声が上がるよう個々の職人
に働きかけるとともに、その声を経
営陣に届け、実現する仕組みづくり
にも取り組むなど、期待通りの成果
が挙がりつつあります。これを機に、
現場の士気を高め、ボトムアップ型
組織へと転換を図っていきます。

活用事例その❷　ニンバリ株式会社

「組織の力を引き出すマネージャー」を獲得

代表取締役社長
杉山 俊輔 氏

試薬の内製化が可能になった

人や組織の力を引き出す
土台作りを推進


